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「「「「世界平和世界平和世界平和世界平和」」」」のののの祈祈祈祈りをりをりをりを共有共有共有共有        善隣教本庁善隣教本庁善隣教本庁善隣教本庁をををを訪問訪問訪問訪問    ========    新宗連京都新宗連京都新宗連京都新宗連京都    

「「「「やりますやりますやりますやります、、、、やりますやりますやりますやります、、、、やりますやりますやりますやります」」」」がががが印象的印象的印象的印象的だっだっだっだったたたた  「やります」を三度唱えることで『やる気』が出たようだ――。「やります」を三度唱和するのは、「神・人・自分」への実践の誓うという善隣教の教えだ。これを学んだ教団訪問参加者が実践した。  平成 23 年 12 月 13 日、新宗連京都府協議会の一行21 名は福岡県筑紫野市の善隣教本庁を訪問した。力久道臣（りきひさみちおみ）善隣教教主の歓迎のあいさつ、善隣教の教団概要の説明を受けた後、教団施設を見学した。  善隣教では教えを実践する信仰生活を営むことで、 

運命が開かれるとしている。現実世界と霊界はつながっていると考え、実践を大切にしている。そして、世界平和の実現を祈願している。こうした取り組みは、各教団と相通じるものだ。  その後、太宰府天満宮を参拝し、翌 14日には、唐津城・曳山展示場を見学し、京都に向かった。お互いの親睦を深める一泊二日の旅になった。 
    太宰府天満宮にて 
    唐津城前にて 

        
        善隣教本庁にて お知らせ （２月の教会行事） ２月 １日（水）朔日参り        9：00～           〃 夜間式典   19：00～    ３日（金）節分会         9：00～   １０日（金）脇祖さまご命日     9：00～   １５日（水）涅槃会         9：00～ 

京都教会京都教会京都教会京都教会    平成平成平成平成 24242424 年次計画年次計画年次計画年次計画をををを発表発表発表発表     平成 23 年 12 月 25 日、参集した会員に対して、京都教会の年次計画の発表会が行われた。  佼成会では教団の総合目標として「一人ひとりの心田を耕す佼成会」を、またメインテーマとして「生かされ、生きる力。～明るく 優しく 温かい人づくり～」を掲げている。この方針に基づき、京都教会では「人づくり」と「絆づくり」を二本柱とし、教会発足60 周年を最終年度とする『8ヶ年長期布教計画』を策定したと発表した。  長期計画の共通信行目標を「いっしょに歩もう仏さまの道 ともに見つけよう希望と安らぎ」とし、方向性を明示した。そして、24 年次からの 3年間を第 1次中期計画とし、その信行目標は「おかげさまと手を合わせ いつも笑顔でありがとう」と発表。一人ひとりの会員が感謝と喜びをもって信仰生活を営めるように取り組むものとした。  東日本大震災の発生か
ら一〇ケ月になる。被災

された方々は、仮設住宅
や避難場所で厳しい寒さ

につらい思いをされてい
ることだろう▼そんな

中、復興に向けて懸命に
取り組んでおられる姿が

ＴＶで報道されていた。
「何もなくなったから、

上を向いていくしかな
い」と明るく語っていた

のが印象的だった▼ま
た、被災者が共同体を作

り、苦難を乗り越えてき
た様子も伝えられた。

人々の絆の強さには感心
させられた▼法華経の

「化城宝処の譬え」があ
る。宝を求め苦難の道を

歩む大勢の人々を、一人
の落後者も出さず、目的

地にたどり着かせるリー
ダーの話だ▼被災地にも

目の前の問題を解決しな
がら、完全復興を目指し

て、人々を導くリーダー
がいる。国や行政に任せ

るのでなく、自分たちで
できることに取り組んで

いる▼人々が必要とする
リーダーはきっとそばに

いる。そして、力を合わ
せ取り組む仲間がいる。

 

時事刻々

 平平平平成成成成２２２２４４４４年年年年、、、、私私私私たたたたちちちちはははは「「「「おおおおかかかかげげげげささささままままとととと手手手手をををを合合合合わわわわせせせせ    いいいいつつつつもももも笑笑笑笑顔顔顔顔でででであああありりりりががががととととうううう」」」」をををを実実実実践践践践ししししまままますすすす。。。。    

平安月報 The HEIAN monthly report 
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新成人新成人新成人新成人のののの祝祝祝祝いいいい    陰陰陰陰でででで支支支支えるえるえるえる 成人式ボランティア     1 月 9 日、岡崎のみやこめっせにおいて京都市成人式が開催され、１部・２部の式典合わせて新成人 8,127人が参加した。京都教会青年部からは 17名のボランティアが参加し、場外誘導やユース２１京都のブース受け入れを担当した。また法輪クラブからは 8 名が参加し、姓名鑑定を行なった。2 人以上で鑑定を見てもらう成人者が多く、鑑定者の一言一言に熱心に聞き入っていた。 

        

新年新年新年新年のののの幕開幕開幕開幕開けけけけ    元旦参元旦参元旦参元旦参りりりり     1 月 1 日、午前 6時 30 分から元旦参りが京都教会で行なわれた。読経供養、門川市長挨拶、来賓紹介、佐藤教会長のあいさつ、教会役員紹介があった。  教会長はあいさつの中で「震災の犠牲者を忘れてはならない」と述べ、会長先生の年頭法話より「『明るく、優しく、温かく』。さらにその３つの心を深めていくこと、また誰もが持っているその心をお互い様気付いていくことの大切さ」を述べた。  そして、「『明るく』とは智慧の明るさ、『温かさ』とは慈悲の心のこと、『明るく、優しく、温かく』なることは法華経を体得することである。一日や二日では身に付かない今生のテーマであり、いつまでも目指していくことが大切。そこで、日頃の生活の中で当てはめることがさらに重要」と、今年次の目標にも触れ、しっかりとした菩薩行に取り組んでいきたいと述べた。    

私私私私たちたちたちたち京洛支部京洛支部京洛支部京洛支部ですですですです！！！！                ～支部紹介～    ◆エコキャップエコキャップエコキャップエコキャップ    昨秋昨秋昨秋昨秋からからからから４４４４ヶヶヶヶ月月月月でででで８８８８，，，，００００００００００００個個個個◆◆◆◆  京都府立医科大学と同看護学校の清掃の仕事をしている壮年部の青木教郎(68)さんは、昨年 9 月に京都教会のエコキャップ運動の存在を知った。仕事の合間に同校内のキャップを収集し、集めたキャップを自宅に持ち帰り、お湯で洗浄、シールを剥がし、新聞紙の上で乾かす。こうして、集めたのが 8,000個になった。  キャップ 400 個で 10 円。20 円でポリオワクチン代となり子ども一人の命が救える。募金してもいいが集める努力をすることで子どもたちを救っているという気持ちになれると青木さんは語る。みんな一人ひとりが努力すれば、さらに多くの子どもたちを救えると身近な人に運動の輪を広げつつある。  横浜教会は昨年までに約 212万個、京都教会は約 17万個のキャップを収集した。（エコキャップ推進協会のホームページは http://ecocap007.com/） 

「「「「明明明明るくるくるくるく    優優優優しくしくしくしく    温温温温かくかくかくかく」」」」    御親教御親教御親教御親教式典式典式典式典     1 月 7日、庭野日鑛会長が一年の修行方針を全国の会員に語りかける御親教が行われた。京都教会では、数百人の参拝者が、衛星放送を通して放映された本部の式典に見入っていた。  佼成ウインドオーケストラ、佼成雅楽会、コーラスの演奏に始まり、青年女子部員による奉献、渡邊恭位（やすたか）理事長のあいさつ、二人の説法の後、庭野会長があいさつに立った。衛星放送終了後、佐藤教会長が結びのことばを述べた。  庭野会長は書き初めした「三宝」「燈明」について説明。「真の釈尊教団を目指し、自らを燈明として世の中を明るくして、家庭や町中が明るくなるように精進しよう」と述べた。  佐藤教会長は、庭野会長が自分の体の不都合を包み隠さず述べられる姿に、「明るく優しく温かく」を身に行うことのお手本を示して頂いたとかみしめた。  
京都市長選挙京都市長選挙京都市長選挙京都市長選挙をををを前前前前にしてにしてにしてにして     2 月 5 日に、京都市長選挙が行われます。本会では政治と宗教は、車の両輪となって、人々の幸福を実現するものだとしています。よく目にすることですが、政治に関わることを敬遠しながら批判ばかりすることは、働かないのに会社に給料を上げろと言っているのと変わらないのではないでしょうか。  仏教では「すべては縁起、因縁から生じる」と教えられています。政治や政治家は、私たちの『縁』です。『因』は私たち自身です。政治家が自己の保身に走っているとしか見えないのは、私たちの自分中心の心の現れでしょう。私たちは、選挙を「自分のあり方を見直す機会」だと考えて取り組んでいきます。 

●心構心構心構心構えをいただくえをいただくえをいただくえをいただく    （（（（佼成会佼成会佼成会佼成会のことばのことばのことばのことば））））    
  ものごとをスタートさせる時の構えのあり方によって、結果も違って出てきます。構えがしっかりしていると、途中でどのようなことが起こっても動揺することは少ないものです。私たちはお役を受ける時にも、あらためて大事なことをする時にも、仏さまの教えの如くに努力する心を定めようとして、先輩幹部から心構えをいただきます。  普通、組織において動機づけは地位の上の人がするものですが、佼成会では自ら進んで心構えをいただきます。そこには主体的に自分の人生を切り開いていこうとする姿勢が強く現れています。 



 ２０１２年１月１５日 ＲＲＲＲ    ＫＫＫＫ    ＫＫＫＫ    京京京京    都都都都    広広広広    報報報報     ３ 
今月今月今月今月のののの言葉言葉言葉言葉    ～～～～自自自自ららららテーマテーマテーマテーマをををを持持持持つつつつ～～～～    京都教京都教京都教京都教会長会長会長会長・・・・佐藤益弘佐藤益弘佐藤益弘佐藤益弘    新年あけましておめでとうございます。   機関誌『佼成』１月号で会長先生から「「「「テーマテーマテーマテーマをををを持持持持ってってってって生生生生きるきるきるきる」」」」というご法話をいただいております。その中で、目標やテーマを定める基本は、とりもなおさず菩薩行である。そして、身近な菩薩行を志して、一人ひとりが自分に合った「目標」や「テーマ」を設定していくことが大切である。更に、本来「「「「自分自分自分自分はどうはどうはどうはどう生生生生きるかきるかきるかきるか」」」」と自問して自ら定めるのが「目標」や「テーマ」であると教えてくださっています。  また、「目標やテーマを全うするぞ」と力むことなく、自然に実践できるようにと、心構えもご指導くださっています。   私はご法話を読ませていただき、何ごとも「「「「自自自自らららら」」」」のののの姿勢姿勢姿勢姿勢が大事であることを重く受け止めました。加えて、日頃から自分で決めたり、実践できたりすることが如何に尊く有難いことであるかを思い知りました。   お蔭様で私は、京都教会から 25分ほど離れた住まいのお手配を賜りました。日々、単身生活をさせて頂く中で、当然のことながら「自分のことは自分でする」ということになります。それが自分の務めだからとか、せねばならぬといった気持ちで行うのではなく、毎日の繰り返しにより、今まで以上に自主的、主体的な生き方が叶うようにと、仏さまが私をお導きくださっているのだと気づかせていただきました。生活上の務め 

が有難いことと感謝で受け取れると、今日も「させて頂く」という気持ちに自ずと変化します。それを喜喜喜喜んんんんでででで繰繰繰繰りりりり返返返返すすすすことで、身につき、自然に行ずることが出来るようになれるものと思いました。そういう人間に一歩でも近づきたいと念願しております。   会長先生は「私たちは、東日本大震災により犠牲となられた方々への慰霊・鎮魂の礼を忘れることなく尽くしましょう」と年頭法話（佼成新聞・平成 24年 1 月1日号）の中でおっしゃっています。今、私がさせて頂けることは、日々のご供養を通して慰霊のまことを捧げつつ、日本をはじめ世界全体が平安でありますようにと祈りながら「一食を捧げる運動」の実践を推進することだと思っています。   大和の国に相応しく、皆が心を一つにし、いたわり合い、助けあい、支え合いながら精神的にも豊かな国づくりを誰もが望んでいらっしゃるものと思います。そのためには「「「「明明明明るくるくるくるく    優優優優しくしくしくしく    温温温温かいかいかいかい人人人人づくりづくりづくりづくり」」」」が不可欠であると信じます。そういう意味をかみ締めながら、本年の私のテーマを「今日も、人さまに喜ばれることを感謝の心でさせて頂く」と定め、精進させて頂きたいと存じます。   本年も宜しくお願い申し上げます。  
    

高校高校高校高校・・・・大学受験大学受験大学受験大学受験をををを祈願祈願祈願祈願    ～学生部～ 楽楽楽楽しかったしかったしかったしかった笑顔笑顔笑顔笑顔いっぱいいっぱいいっぱいいっぱい XmasXmasXmasXmas    ～少年部～  12 月 18 日、京都教会体育館にて、少年部クリスマスパーティーが行なわれた。子供たちと保護者など、約 100 名が参加した。  紙皿を利用したキラキラ綺麗なリースを、ロールケーキをベースにデコレーションケーキを各自が作った。そして、みんなでダンスを踊り、最後にサンタさんからプレゼント。子供たちは楽しい時間を過ごした。 
 
 手づくりリース 

 

 

 12 月 11 日、京都教会にて、来春高校及び大学に進学を希望する学生の「受験合格祈願」式典が開催された。  合格祈願供養を行い、受験生一人ひとりに「合格祈願」絵馬を手渡した。引き続き、あいさつに立った澤村悦玄・青年部長は「成功するためには、『自分の努力』と『周りの協力』、そして『神仏の御加護』が必要」   と述べ、受験生を激励した。  その後、参加した受験生と保護者に分かれて法座を行い、現在の心境をお互いに確認し、不安な心を立て直し、まっすぐに受験に臨む決意を新たにした。  自作のケーキ サンタさんのプレゼント 
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庭野開祖庭野開祖庭野開祖庭野開祖のののの宗教観宗教観宗教観宗教観････平和観平和観平和観平和観    「「「「一乗一乗一乗一乗のののの道道道道」」」」 ≪≪≪≪東洋東洋東洋東洋へのへのへのへの関心関心関心関心のののの高高高高まりまりまりまり≫≫≫≫    本会がドイツのフランクフルトに渉外拠点を開設した時「オッフェンバッハ・ポスト」紙に紹介された記事の見出しは、「日本は輸出ビジネスだけを考えているのではない」というものだった。フランクフルトに多数進出している日本の商社や銀行。レストラン、旅行会社とはまったく次元の異なる在家仏教教団の立正佼成会が、ザクセンハウゼン区に居を構えたという書き出しで、「「「「これでこれでこれでこれで、、、、日本日本日本日本はははは我我我我々々々々にとってさらににとってさらににとってさらににとってさらに身近身近身近身近なもなもなもなものになったのになったのになったのになった」」」」というというというという紹介記事紹介記事紹介記事紹介記事がががが載載載載ったのであるったのであるったのであるったのである。。。。    日本の精神的な文化に対する関心の高さがうかがえる一例といってもいいのではないだろうか。ＩＡＲＦ東京大会に、海外からの参加者がキリスト教を中心に
400 人を超えたのも、そのことを物語っていた。その東京大会開会式の「祈りの大集会」で、庭野開祖は第
25代会長としてあいさつをした。 「「「「仏教仏教仏教仏教ではではではでは、、、、すべてのすべてのすべてのすべての人人人人にににに仏仏仏仏になるになるになるになる可能性可能性可能性可能性がががが内包内包内包内包さささされているとれているとれているとれていると教教教教えますがえますがえますがえますが、、、、このこのこのこの可能性可能性可能性可能性をををを開花開花開花開花させるのがさせるのがさせるのがさせるのが菩薩菩薩菩薩菩薩のののの仕事仕事仕事仕事といえましょうといえましょうといえましょうといえましょう。。。。現代現代現代現代はははは『『『『神神神神のののの死死死死・・・・神学神学神学神学』』』』のののの時代時代時代時代であるとかであるとかであるとかであるとか『『『『無仏無仏無仏無仏のののの時代時代時代時代』』』』などといわれますなどといわれますなどといわれますなどといわれます。。。。そのそのそのその原因原因原因原因はははは、、、、人人人人々々々々がががが自分自分自分自分にそなわるにそなわるにそなわるにそなわる可能性可能性可能性可能性をををを忘忘忘忘れていれていれていれているかるかるかるか、、、、宗教者宗教者宗教者宗教者がそれをがそれをがそれをがそれを開花開花開花開花させるさせるさせるさせる熱意熱意熱意熱意にににに欠欠欠欠けているかけているかけているかけているか、、、、そのいずれかだとそのいずれかだとそのいずれかだとそのいずれかだと私私私私はははは反省反省反省反省するのですするのですするのですするのです。。。。    宗教者宗教者宗教者宗教者がそれぞれのがそれぞれのがそれぞれのがそれぞれの信信信信じるじるじるじる教教教教えのえのえのえの光光光光をををを、、、、身身身身をもってをもってをもってをもって示示示示しししし、、、、愛愛愛愛とととと慈悲慈悲慈悲慈悲をををを実践実践実践実践によってによってによってによって示示示示してしてしてしていかなければないかなければないかなければないかなければなりませんりませんりませんりません。。。。そのそのそのその意味意味意味意味でででで、、、、現代現代現代現代はははは宗教者宗教者宗教者宗教者にとってのにとってのにとってのにとっての危機危機危機危機のののの時代時代時代時代ではなくではなくではなくではなく、、、、宗教宗教宗教宗教がががが多年多年多年多年のののの埃埃埃埃をををを取取取取りりりり除除除除いていていていて宗教宗教宗教宗教のののの本質的救本質的救本質的救本質的救いとはいとはいとはいとは何何何何であるかをであるかをであるかをであるかを考考考考えるえるえるえる好機好機好機好機であるとであるとであるとであると私私私私はははは確信確信確信確信しているのですしているのですしているのですしているのです」」」」    ＩＡＲＦの大会の特徴は、宗教学者や神学者などが個人の自由意思で参加しているところにある。団体での参加もあるが、中心をなしているのは信教の自由をかかげる個人であって、いわば草の根レベルでの宗教間の対話を進め、その対話を通して自分の信仰を深めていくことに重点が置かれていた。今大会では、それをさらに世界平和のための宗教者の協力と対話に広げていくことを目指していた。 大会を成功させるために、事務総長のデイター・ゲアマン師が、西ドイツのフランクフルトの本部から何度も日本に足を運び、準備に奔走した。ヨーロッパではこの半世紀、人々の教会離れが進んでいて、日本の 

宗教が生活に根付いていきいきと活動しているその原動力がどこにあるのか、それを知りたいというのが西欧の宗教者の関心の的だった。 「「「「それならばそれならばそれならばそれならば、、、、日本日本日本日本のののの宗教宗教宗教宗教のありのままののありのままののありのままののありのままの姿姿姿姿をををを見見見見ててててもらおうもらおうもらおうもらおう。。。。それがそのままそれがそのままそれがそのままそれがそのまま『『『『東洋東洋東洋東洋のののの提唱提唱提唱提唱』』』』になるのでになるのでになるのでになるのではないかはないかはないかはないか」」」」その考え方にもとづいて、多彩なプログラムが用意された。その一つが海外からの宗教者のための「体験学習」だった。本会議に先立って、いくつかのコースに分かれて寺院やＩＡＲＦ加盟教団を訪れ、そこで実際に修行に参加してもらう。 準備されたコースは、比叡山延暦寺の回峰行の巡拝や座禅、三重県の椿大神社での滝に打たれるみそぎ、京都の一燈園での社会奉仕、立正佼成会での法座などであった。その体験学習に海外からの宗教者が実際に参加して、日本の宗教儀式、修行の体験を通して日本の宗教、文化についての理解を深め、まことに実り多いものになった。 
7月 23日から 8月 10日の 19日間にわたる大会の期間、とりわけ大聖堂、普門館などの施設を会場にした会議で、海外からの宗教者と寝食を共にして大会運営に取り組んだ佼成会の会員の喜びは、大変なものだった。諸宗教のリーダーと直接ふれあうことで、あらためて自分たちの信仰に自信を深め、宗教協力の大切さを肌で感じ取ったのであった。この世界大会の成果についてゲアマン事務総長は、次のように総括し、お礼の言葉をつけ加えた。 「「「「このこのこのこの大会大会大会大会ははははＩＡＲＦＩＡＲＦＩＡＲＦＩＡＲＦ史上史上史上史上、、、、最高最高最高最高のののの大会大会大会大会になりましになりましになりましになりましたたたた。。。。とりわけとりわけとりわけとりわけ人間的人間的人間的人間的なななな交流交流交流交流においてにおいてにおいてにおいて、、、、期待期待期待期待をはるかにをはるかにをはるかにをはるかに超超超超えるえるえるえる成果成果成果成果がありましたがありましたがありましたがありました。。。。本会議本会議本会議本会議でのでのでのでの討論討論討論討論はもちろんはもちろんはもちろんはもちろんのことのことのことのこと、、、、体験体験体験体験学習学習学習学習、、、、家庭訪問家庭訪問家庭訪問家庭訪問、、、、日本日本日本日本のののの祭祭祭祭りりりり、、、、そしてそしてそしてそして開開開開会式会式会式会式、、、、閉会式閉会式閉会式閉会式とととと、、、、みなさんがみなさんがみなさんがみなさんが私私私私たちをいつもたちをいつもたちをいつもたちをいつも輪輪輪輪のののの中中中中にににに引引引引きききき入入入入れれれれ、、、、同同同同じじじじ仲間仲間仲間仲間としてとしてとしてとして手手手手をををを取取取取りりりり合合合合ってってってって下下下下さったこさったこさったこさったことにとにとにとに感謝致感謝致感謝致感謝致しますしますしますします」」」」    ≪≪≪≪第第第第 4444 回世界宗教者平和会議回世界宗教者平和会議回世界宗教者平和会議回世界宗教者平和会議≫≫≫≫    ＩＡＲＦ世界大会が終わって 1 ヶ月もたたない 8 月

23日、ケニア共和国の首都ナイロビで、第 4回世界宗教者平和会議（ＷＣＲＰⅣ）が開幕した。第 1 回の京都会議以来、14年の歳月が経過していた。第 2回会議はヨーロッパで、第 3 回はアメリカでと、すべて先進国で開催されてきた。第三世界で開かれるのは、このナイロビ会議か初めてだった。       (つづく) 
 渉外部からのメッセージ  元旦参りでは多くの来賓の先生方にお越し頂きありがとうございました。また京都教会の会員も多数参拝しました。何気なしに「明けましておめでとうございます」と挨拶を交わしていた時のこと、スタッフの一人が「簡単におめでとうと言っていますが今年は国民 

全員が喪中の気持ちですね」とそっと言ってくれました。ハッと我に返った気持ちになりました。震災後 10ヶ月が経っていますが決して忘れてはなりません。 この月報はホームページでもご覧頂けます。 アドレスは http://rkk-kinki.blog.ocn.ne.jp/kyoto/ 
 


